
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
東
京

不
動
産
政
治
連
盟
（
以
下
東
政
連
）
の

活
動
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
5
月
29
日
の
第
35
回
東
政
連
の

年
次
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
政
治
連
盟

の
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
度

は
業
協
会
副
会
長
を
2
期
4
年
間
に
わ

た
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
業
協
会
の
専
務
理
事
や
常
務

理
事
、
渋
谷
区
支
部
支
部
長
な
ど
の
役

職
も
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
政
治
連
盟
と
の
か
か
わ
り

は
思
い
の
外
少
な
い
も
の
で
、
言
わ
ば

新
参
の
会
長
と
な
り
ま
す
。
そ
の
点
を

十
分
肝
に
銘
じ
、
日
々
研け
ん

鑽さ
ん

を
積
み
な

が
ら
誠
心
誠
意
、
日
常
業
務
に
あ
た

る
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

業
協
会
の
池
田
会
長
も
発
言
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
や
は
り
会
員
の
皆
様

の
目
線
に
立
っ
た
、
会
員
に
開
か
れ

た
運
営
を
心
掛
け
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

池
田
会
長
は
就
任
前
か
ら
「
三
団
体

（
業
協
会
、
協
同
組
合
、
東
政
連
）
の

団
体
長
は
、
一
人
が
兼
任
せ
ず
、
完
全

に
分
離
し
た
運
営
を
し
た
い
」
と
の
基

本
方
針
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
私
も
全

く
同
感
で
あ
り
、
新
公
益
法
人
へ
の
移

行
を
目
指
す
業
協
会
と
政
治
連

盟
の
関
係
か
ら
も
、
将
来
を
見

据
え
た
正
し
い
判
断
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
、
各

団
体
間
の
連
絡
協
議
会
も
設
け

ま
し
た
。

東
政
連
は
、
国
や
地
方
自
治

体
に
対
し
て
、
税
制
に
関
す
る

要
望
や
、
会
員
業
務
の
支
援
に

か
か
わ
る
政
策
検
討
な
ど
を
主

な
活
動
と
し
て
お
り
ま
す
。
言

わ
ば
業
協
会
に
お
け
る
政
治
部

門
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

点
か
ら
も
、
業
協
会
並
び
に
都

議
会
や
区
議
会
と
も
密
に
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
密
着
型
の

政
治
連
盟
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
活
動
を
休
止
し
て

い
た
都
議
会
自
民
党
議
員
に
よ
る
宅
建

議
連
の
活
動
も
、
本
年
10
月
に
は
再
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
は
、
政
治
連
盟
の

活
動
は
見
え
難
い
と
の
指
摘
も
多
々
耳

に
い
た
し
ま
す
の
で
、
広
報
活
動
の
充

実
と
強
化
を
図
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、

年
数
回
程
度
、
広
報
誌
「
東
政
連
」
を

通
じ
て
、
活
動
内
容
の
詳
細
や
会
員
の

皆
様
に
と
っ
て
有
益
な
知
識
や
情
報
を

お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
誌
は
、そ
の
第
1
号
と
な
り
ま
す
。

順
次
誌
面
の
充
実
を
図
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
に
開
か
れ
た
活
動
を

東
政
連
の

　
　
　

役
割
と
は

広
報
活
動
の
充
実
と

　
　
　

強
化
を
図
り
ま
す

   1
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１
．土
地
・
住
宅
税
制
要
望
活
動

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
・
拡
充  

登
録
免
許
税
・
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
・
拡
充  

③
個
人
の
不
動
産
所
得
に
係
る
損
益
通
算
制
限

の
廃
止  

④
買
換
え
特
例
の
拡
充 

⑤
賃
貸
居
住

者
優
遇
制
度
の
創
設　

⑥
住
宅
取
得
に
お
け
る

消
費
税
の
非
課
税
化

２
．融
資
制
度
要
望
活
動

①
住
宅
金
融
支
援
機
構
と
の
提
携
に
よ
る
住
宅

ロ
ー
ン
事
業
の
拡
充　

②
不
動
産
全
般
に
か
か

わ
る
融
資
の
拡
充
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事
業
な
ど

へ
の
支
援
）

３
．土
地
住
宅
に
か
か
わ
る
各
種
規
制

の
緩
和
要
望
活
動

①
建
築
基
準
法
の
見
直
し（
改
正
建
築
基
準
法
、

瑕
疵
担
保
責
任
履
行
確
保
措
置
へ
の
対
応
）　

②
都
市
計
画
法
運
用
へ
の
対
応
（
建
ぺ
い
率
、

容
積
率
な
ど
の
緩
和
）　

③
建
物
区
分
所
有
法

へ
の
対
応　

④
登
記
関
連
費
用
の
見
直
し

４
．会
員
業
務
支
援
に
か
か
わ
る
政
策

検
討
活
動

①
不
動
産
取
引
保
証
制
度
の
早
期
構
築
（
原
状

回
復
保
証
の
制
度
化
の
推
進
、
弁
済
業
務
保
証

補
完
の
検
討
）　

②
定
期
借
家
法
見
直
し
の
早

期
実
現
（
事
業
用
定
期
借
地
権
へ
の
対
応
）　

③
賃
貸
業
務
に
係
る
法
整
備
の
検
討（
都
議
会
、

行
政
へ
の
対
応
）　

④
少
額
短
期
保
険
「
宅
建

フ
ァ
ミ
リ
ー
共
済
」
事
業
へ
の
対
応　

⑤
住
生

活
基
本
法
の
法
整
備
へ
の
対
応　

⑥
東
京
不
動

産
取
引
所
（
仮
称
）
構
想
へ
の
対
応　

⑦
民
間

競
売
導
入
へ
の
推
進
（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
事
業
へ

の
対
応
）　

⑧
信
託
業
法
改
正
へ
の
対
応　

⑨

都
市
再
生
関
連
法
規
へ
の
対
応
（
都
市
再
生
特

別
措
置
法
へ
の
対
応
）　

⑩
異
業
種
の
不
動
産

業
参
入
へ
の
対
応　

⑪
首
都
機
能
移
転
問
題
へ

の
対
応　

⑫
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
推
進

５
．国
並
び
に
地
方
自
治
体
の
行
政
に

対
す
る
協
力
活
動

６
．国
並
び
に
東
京
都
・
各
市
町
村
の

行
政
改
善
に
係
る
協
力
活
動

①
政
党
・
政
治
団
体
等
と
の
交
流
推
進　

②
国
・

地
方
議
員
と
の
交
流
推
進　

③
国
・
地
方
選
挙

に
対
す
る
積
極
的
な
支
援
活
動　

④
関
係
諸
機

関
と
の
緊
密
な
折
衝
活
動　

⑤
業
界
の
実
情
把

握
の
た
め
の
調
査
活
動　

⑥
活
動
課
題
等
に
対

す
る
研
鑽　

⑦
会
員
の
政
治
意
識
の
高
揚
と
組

織
の
充
実　

⑧
関
連
団
体
へ
の
協
力

Ⅰ
．各
種
選
挙
へ
の
対
応

Ⅱ
．土
地
住
宅
税
制
及
び
政
策
の
改
善

に
関
す
る
政
治
活
動

１
．土
地
住
宅
税
制

①
適
用
期
限
を
迎
え
る
各
種
税
制
特
例
措
置
へ

の
対
応

②
土
地
等
の
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
基
礎
控
除

の
復
活
等

　

地
方
に
お
け
る
不
動
産
取
引
を
活
性
化
さ
せ
、

地
域
経
済
の
再
生
を
図
る
た
め
、
土
地
等
の
長
期

譲
渡
所
得
課
税
に
つ
い
て
基
礎
控
除
制
度
の
復
活

等
を
要
望
す
る

③
良
質
な
中
古
ス
ト
ッ
ク
形
成
の 

た
め
の
特

例
措
置
の
創
設

　

住
宅
の
長
寿
命
化
を
図
り
良
質
な
中
古
ス
ト
ッ

ク
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
不
動
産
の
買
取
仲
介

に
係
る
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
も
し
く
は
消
費
税

を
軽
減
す
る
特
例
措
置
の
創
設
を
要
望
す
る

④
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
は
消
費
低
迷
を
招
く
た
め
、

可
能
な
限
り
現
行
税
率
の
堅
持
を
求
め
る
と
と
も

に
、
引
き
上
げ
の
際
に
は
流
通
税
等
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
要
望
す
る

２
．土
地
住
宅
政
策

①
定
期
借
家
制
度
の
改
善

②
不
動
産
登
記
制
度
の
改
善

③
農
地
法
の
改
善

④
建
築
基
準
法
改
正
へ
の
対
応

３
．中
小
企
業
の
事
業
分
野
確
保
に
関
す
る
政

治
活
動

４
．都
道
府
県
政
治
連
盟
及
び
自
由
民
主
党
都

道
府
県
宅
建
支
部
に
対
す
る
支
援
活
動

５
．宅
地
建
物
等
対
策
議
員
連
盟
な
ど
と
の
信

頼
関
係
強
化
に
関
す
る
政
治
活
動

2

　
東
政
連
　
第
35
回
年
次
大
会
　
平
成
20
年
度
、
21
年
度
の
執
行
体
制
が
決
ま
る

　

東
京
不
動
産
政
治
連
盟
（
以
下
東
政
連
）
は
平
成
20
年
５
月
29
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
第
35
回
年
次

大
会
を
開
催 
し
ま
し
た
。【
第
５
号
議
案
】
役
員
選
任
の
件
で
本
会
を
中
断
し
、
役
員
選
任
幹
事
会
を
開
催
。
幹
事

の
満
場
一
致
で
瀬
川
信
義
（
渋
谷
支
部
）
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
の
活
動
方
針
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

全
国
不
動
産
政
治
連
盟
（
以
下
全
政
連
）
は
平
成
20
年
６
月
27
日
、
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
お
い
て
第
38
回
年
次
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
政
連
の
幹
事
は
、
各
都
道
府
県
の
会
長
47
名
で
構
成
さ
れ
、
こ
の
度
東

政
連
の
瀬
川
会
長
が
、
全
政
連
の
幹
事
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
平

成
20
年
度
の
活
動
計
画
が
承
認
さ
れ
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

　
全
政
連
　
第
38
回
年
次
大
会

◇
平
成
20
年
度
活
動
方
針
（
抜
粋
）

東政連第 35 回年次大会 会場風景

Ⅱ
．前
項
を
実
現
す
る
た
め
の
推
進
策

Ⅰ
．不
動
産
流
通
の
円
滑
化
を
促
進

し
、
日
本
経
済
及
び
業
界
の
繁
栄
を

目
指
す
活
動

◇
平
成
20
年
度
活
動
方
針
（
抜
粋
）

全政連 第 38 回年次大会  会場風景



3

（
要
約
）

　

平
成
20
年
12
月
施
行
の
新
公
益
法
人

制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
東
政
連
の
設

立
母
体
で
あ
る
社
団
法
人
東
京
都
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
（
以
下
業
協
会
）
は
、

平
成
19
年
度
中
に
、会
費
制
度
の
改
革
、

本
部
と
支
部
会
計
の
一
元
化
及
び
本
部

と
支
部
事
務
局
職
員
の
一
本
化
な
ど
の

組
織
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
で
は
、
新
定
款
の
策
定

や
新
公
益
法
人
会
計
基
準
に
準
拠
し
た

会
計
処
理
業
務
の
見
直
し
な
ど
重
点
施

策
に
盛
り
込
み
組
織
改
革
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

会
員
数
１
万
６
０
０
０
名
を
擁
し
業

界
最
大
組
織
で
あ
る
業
協
会
は
、
社
団

法
人
全
国
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
連
合

会
（
全
宅
連
）
傘
下
の
47
都
道
府
県
宅

建
業
協
会
の
中
で
も
指
導
的
な
使
命
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

業
協
会
は
、
他
団
体
に
先
駆
け
て
公

益
社
団
法
人
認
定
の
取
得
第
１
号
を
目

指
し
一
致
団
結
し
た
活
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
東
政
連
と
し
て
も
、

早
期
実
現
を
果
た
す
た
め
全
面
的
な
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
業
協
会
が
目
指
す

公
益
社
団
法
人
認
定
の
早
期
実
現
方
に

ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

業
協
会
は
、
東
京
都
が
所
管
す
る
東

京
都
住
宅
政
策
審
議
会
や
東
京
都
安

全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
の
関

係
機
関
に
、東
京
都
の
要
請
に
基
づ
き
、

経
験
豊
か
な
人
材
を
委
員
と
し
て
派
遣

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
委
員
会
や
審
議
会
等
は
、
年
数

回
程
度
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
業

界
団
体
の
意
見
を
十
分
反
映
す
る
機
会

を
設
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
は
言
い

難
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

東
京
都
の
機
関
が
、
学
識
経
験
者
や

役
人
等
を
中
心
と
し
た
委
員
構
成
で
な

く
、
業
界
実
務
に
精
通
し
た
専
門
家
か

ら
多
く
の
委
員
を
募
る
こ
と
に
よ
り
、

会
議
を
活
性
化
さ
せ
る
意
義
は
大
き
い

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
住
宅
・
土
地
政
策

に
係
る
諸
機
関
へ
我
々
関
係
業
界
か
ら

多
く
の
委
員
の
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

１
．新
公
益
法
人
移
行
へ
の

支
援
に
つ
い
て

２
．都
の
審
議
会
等
諸
機
関
へ

の
委
員
派
遣
に
つ
い
て

東
政
連
が

東
京
都
議
会
へ
要
望

都
議
会
自
民
党
会
議
室
に
都
議
会
議
員
の
皆
様

に
お
集
り
い
た
だ
き
ま
し
た

活発な意見交換が行われました

都議会へ要望する瀬川会長

9
月
3
日
、
都
議
会
自
民
党
主
催
の
「
平
成
21
年
度
東
京
都
予
算
等

に
対
す
る
要
望
聴
取
会
」
が
都
議
会
自
民
党
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
連
盟
か
ら
瀬
川
信
義
会
長
、
白
又
幸
久
幹
事
長
が
出
席
し
、
新
体
制

に
よ
る
都
・
区
議
会
の
各
先
生
へ
の
支
援
、
連
携
の
強
化
、
及
び
要
望

2
項
目
の
実
現
方
を
、
高
島
直
樹
幹
事
長
、
三
宅
茂
樹
政
調
会
長
、
鈴

木
一
光
総
務
会
長
等
30
名
程
の
先
生
方
に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
特
に
、

金
融
機
関
の
貸
し
渋
り
の
問
題
や
不
動
産
流
通
税
の
緩
和
を
始
め
と
す

る
土
地
住
宅
税
制
の
改
善
で
も
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
有
意
義
に

終
了
し
ま
し
た
。
な
お
、
要
望
２
項
目
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
。



東
政
連
西
多
摩
支
部
は
平
成
20
年
８
月

22
日
、
羽
村
市
「
幸
楽
園
」
本
館
に
お
い

て
午
後
４
時
よ
り
、
恒
例
の
政
経
懇
話
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
摩
ブ
ロ
ッ

ク
11
支
部
の
各
支
部
長
並
び
に
西
多
摩
支

部
役
員
等
、
合
計
50
名
ほ
ど
が
出
席
。
来

賓
に
は
、
井
上
信
治
衆
議
院
議
員
、
林
田

武
都
議
会
議
員
、
長
瀬
勝
男
多
摩
ブ
ロ
ッ

ク
長
及
び
添
田
信
次
郎
東
政
連
副
会
長
を

お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
内
勝
美
都
宅
協
副
会
長
に
約

40
分
間
に
亘
っ
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
そ

の
中
で
「
こ
こ
最
近
、
金
融
機
関
の
引
締

め
に
よ
っ
て
建
設
業
者
は
も
と
よ
り
、
不

動
産
業
者
の
倒
産
件
数
が
急
増
し
て
お
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
我
々
不
動
産
業
者
に
と
っ

て
、
さ
ら
に
厳
し
い
時
代
へ
と
突
入
し
た

と
い
え
ま
す
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
多
種
多

様
化
す
る
中
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
不

動
産
業
そ
の
も
の
の
あ
り
方
も
問
わ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
か

ら
も
、
従
来
の
既
成
概
念
や
し
き
た
り
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
変
革
を

生
み
出
す
創
造
的
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
、
不
動
産
業
は
や
り

が
い
や
生
き
が
い
の
あ
る
、
面
白
い
仕
事

に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
今
後
も
希
望
を

も
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
盛
大
の

う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

〜西多摩支部〜

政
経
懇
話
会
を
開
催

不
動
産
業
は

        

生
き
が
い
の
あ
る
仕
事

西多摩支部　
政経懇話会の様子
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東
政
連
は
平
成
20
年
７
月
17
日
、
18

日
の
両
日
、
山
梨
県
南
都
留
郡
鳴
沢
村

の
モ
ス
河
口
湖
ビ
レ
ッ
ジ
で
役
員
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
常
任

役
員
及
び
副
委
員
長
な
ど
合
計
22
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、瀬
川
信
義
会
長
は
、

「
東
政
連
は
、
入
会
者
数
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
の
１
つ
に
、
外

か
ら
み
て
活
動
内
容
が
分
か
り
づ
ら
い

と
い
う
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。よ
っ
て
、

今
後
は
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
、
広
報

誌
な
ど
も
年
数
回
発
行
し
、
活
動
内
容

や
会
員
に
有
益
な
情
報

な
ど
を
発
信
し
て
い
き

な
が
ら
、
入
会
者
増
加

を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
常
任

役
員
会
の
報
告
事
項
と

し
て
、「
全
政
連
派
遣
代

議
員
の
変
更
に
つ
い
て
」

「
全
政
連
総
会
開
催
に
つ

い
て
」「
東
政
連
の
役
員

名
簿
に
つ
い
て
」「
東
政

連
会
長
役
員
室
の
設
置

に
つ
い
て
」「
民
主
党
菅

代
表
代
行
と
の
会
談
に

つ
い
て
」
ほ
か
を
報
告

し
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
鈴
木
利
治
東
政
連
顧

問
弁
護
士
が
「
政
治
資
金
規
正
法
と
公

職
選
挙
法
に
係
る
留
意
事
項
」
を
テ
ー

マ
に
解
説
し
ま
し
た
。「
政
治
団
体
の

手
引
」（
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
編

集
）
な
ど
の
資
料
を
基
に
、
宅
建
業
協

会
と
政
治
連
盟
、
政
党
と
政
治
資
金
団

体
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
違
い
に
つ
い

て
、
具
体
的
事
例
を
示
し
な
が
ら
、
分

り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

モ
ス
河
口
湖
ビ
レ
ッ
ジ
で
役
員
研
修
会
開
催

←鈴木利治東政連顧問弁護士に
よる研修

→常任役員ほか合計 22 名がモス
河口湖ビレッジに集結

研修会であいさつに立つ瀬川会長
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政治資金規正法OQ
OA&　政治資金規正法は、昭和 23 年に議員立法によって成立した法律で、

政治家や政治団体が取り扱う政治資金について規定しています。本稿

では、同法律と東政連の関係について Q&A 方式でご説明します。

筆者Profile　

鈴木 利治 弁護士
（自由民主法曹団　東京弁護士会所属）

昭和 25 年　1 月 3 日生まれ、立教大学卒

昭和 49 年   4 月　弁護士登録

昭和 58 年   4 月　鈴木利治法律事務所開設

平成 14 年 10 月　東政連顧問弁護士　現在に至る

平成 16 年  4 月　立教大学大学院法務研究科（ロースクー　

　　　　　　   　ル）特任教授（刑事実務の基礎、刑事　　

　　　　        　　模擬裁判担当）

１ 

政
治
献
金
と
い
う

の
は
、マ
ス
コ
ミ
用
語
で
、

政
治
資
金
の
寄
附
と
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入
を
総
称
し

て
政
治
献
金
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で

す
。
そ
の
他
に
、
政
治
団
体
の
会
費
も

政
治
資
金
規
正
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
も
含
ま
れ
る
と
い
っ
て

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

２ 

政
治
団
体
の
中
に
は
政
党
（
所

属
国
会
議
員
が
５
人
以
上
い
る
こ
と
、

直
近
の
国
政
選
挙
の
選
挙
区
又
は
比
例

区
の
有
効
投
票
の
総
数
の
１
０
０
分
の

２
以
上
を
獲
得
し
た
こ
と
が
必
要
で

す
。
３
条
２
項
）
や
そ
の
政
党
支
部
、

議
員
の
後
援
会
等
が
あ
り
ま
す
。

３ 

そ
の
他
に
、
１
つ
の
政
党
が
１

つ
だ
け
指
定
で
き
る
政
治
資
金

団
体
（
６
条
の
２
）
と
い
う
政

治
団
体
が
あ
り
ま
す
。
自
由
民

主
党
の
場
合
は
国
民
政
治
協
会

と
い
う
名
称
で
す
。

４ 

個
人
は
す
べ
て
の
種
類

の
政
治
団
体
に
対
す
る
寄
附
、

会
費
の
負
担
が
可
能
で
す
。
寄

附
金
の
額
の
制
限
な
ど
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
し
ま

す
。５ 

企
業
そ
の
他
の
団
体

は
、
政
党
、
政
治
資
金
団
体
、

政
党
支
部
に
寄
附
が
で
き
ま
す

が
、
そ
の
他
の
政
治
団
体
に
寄

Q
政
治
献
金
と
政
治
団
体
の
会
費
、
政
治
資
金
の
寄
附
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入
と
は
ど
ん
な
関
係
な
の
で
す
か
。

個
人
は
す
べ
て
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
企
業
が
で
き
る
の
は
ど
ん
な
場
合
で
す
か
。

A

附
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
21
条
）。

ま
た
、
政
治
団
体
の
会
費
を
負
担
す
る

と
、
寄
附
と
み
な
す
と
い
う
規
定
（
５

条
２
項
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
結
局
、

寄
附
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
番
注

意
が
必
要
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
が
東
京
不
動
産
政
治
連
盟
は
、
政

党
・
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体

で
す
の
で
、
個
人
か
ら
の
寄
附
は
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
企
業
か
ら
の
寄
附
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

OK
!



「東政連では、新規入会者を募集しております」
　東京不動産政治連盟（東政連）は、昭和 49 年に社団法人東京都
宅地建物取引業協会が母体となり、会員の総意により組織されまし
た。国民の住環境の向上と中小不動産業者の権益擁護、社会的地位
の向上を図るために、公益法人業務では制約がある政治活動を行う
目的で結成されました。東政連は、一党一派に属さず、会員自らの
手で業界の進路を拓く政治活動を唯一の業務とした組織です。ご一
緒に東政連で政治を動かしましょう。

〈入会手続と費用〉
東京不動産政治連盟（個人）
　入会時賛助金…200,000 円
　年会費…3,000 円
①都宅協に入会すると同時に、別途東政連への入会手続が必要となります。
②入会申込みは、入会申込書で行います。
③入会費用は、上記となります。
④入会手続は、あなたの事務所所在地の支部を通じて行っていただきます。
なお、詳しい内容につきましては東政連事務局までお問い合わせください。

〈ご意見募集〉
東政連では、広報誌「東政連」に関する皆様からのご意見・ご要望を募集して
おります。「こんな情報を掲載してほしい」「○○に関して詳しく教えてほしい」
など、具体的に内容を明記のうえ、東政連事務局 FAX（03-3264-7148）まで
お送りください。お寄せいただきましたご意見・ご要望は、今後の東政連運営
に役立たせてまいります。

東京不動産政治連盟
〒102-0071　
東京都千代田区富士見 2-11-11 峰ビル 5F
TEL.03-3264-5320 ／ FAX.03-3264-7148

副会長
中田 猛夫
北支部

選挙対策委員長
小早川 勝一

墨田支部

副会長
添田 信次郎
調布狛江支部

副幹事長
稲垣 秀明
千代田中央支部

会長
瀬川 信義
渋谷支部

幹事長
白又 幸久
港支部

副幹事長
伊藤 嘉信
墨田支部

副会長
寺村 光司
文京支部

会計責任者
上原 邦男
国分寺国立支部

副幹事長
五明 寿夫
世田谷支部

副会長
折登 紀昭
葛飾支部

会計責任者職務代行者
佐久間 直人
江戸川支部

副幹事長
北島 義久
渋谷支部

副会長
金山 恭二郎

品川支部

総務委員長
山田 修平
立川支部

副幹事長
酒井 源司
豊島支部

副会長
野嶌 洋之
渋谷支部

広報委員長
輿石 俊勝
千代田中央支部

副幹事長
吉永 谷雄
北多摩支部
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役職 氏名 支部 役職 氏名 支部
幹事 　   梶山　好夫 千代田中央 幹事       曽根　寿恵 渋谷
幹事       高木　敏一 千代田中央 幹事       木下　清隆 杉並
幹事       外川　隆康 千代田中央 幹事 小美野　英樹 杉並
幹事       小林　大介 千代田中央 幹事 　   春木　剛史 杉並
幹事       別所　遵夫 台東 幹事 　   櫻井　貢 杉並
幹事       近藤　正則 台東 幹事 　   後藤　美芳 中野
幹事 長谷川　守信 台東 幹事 　   高橋　佐 中野
幹事       原　晏孝 文京 幹事 　   米田　保洋 中野
幹事       黒田　眞吉 港 幹事 　   銭場　敏晴 豊島
幹事 阿久津　隆文 港 幹事 　   小池　武次 豊島
幹事       佐藤　隆成 港 幹事 　   山口　利昭 豊島
幹事       杉浦　富夫 江東 幹事 　   中野　則仁 豊島
幹事       松岡　正 江戸川 幹事 　   小林　勇 北
幹事       庫川　尚用 墨田 幹事 　   林　肇 板橋
幹事       荒岡　正則 葛飾 幹事 　   阿部　芳男 板橋
幹事       増田　諫 足立 幹事 　   中村　勝次 板橋
幹事       田島　貞男 足立 幹事 　   須藤　玲司 板橋
幹事       井田　俊一 荒川 幹事 　   池田　行雄 練馬
幹事       山野井　潔 品川 幹事 　   中坂　嘉久  練馬
幹事       清水　達也 大田 幹事 　   相馬　功紀 練馬
幹事       高間　光男 大田 幹事 　   栗原　廣昭 武蔵野三鷹
幹事       小杉　旭人 目黒 幹事 　   池田　昱 小金井
幹事       福島　惠二郎 世田谷 幹事 　   長瀬　勝男 北多摩
幹事       久保田　辰彦 世田谷 幹事 　   中山　廣志 立川
幹事       高橋　義久 世田谷 幹事 　   田村　勍一  西多摩
幹事       野島　昭昌 世田谷 幹事 　   大内　勝美 府中稲城
幹事       長沼　卓司 新宿 幹事 　   齋藤　隆一郎 府中稲城
幹事       吉岡　三男 新宿 幹事 　   村野　章 南多摩
幹事       桑原　弘光 新宿 幹事 　   樫﨑　博 八王子
幹事       小林　正宣 新宿 幹事 　   加藤　由己 町田
幹事       小田桐　信吉 新宿 監査 　   齋藤　功 足立
幹事       新居　常男 渋谷 監査 　   田邊　精彦 大田
幹事       小松　市雄 渋谷 監査 　   佐藤　義弘 立川
幹事       千脇　広久 渋谷


